
本校入り口から校門にかけての坂道を上ってくる途中､毎朝､野球部の生徒たちが
竹ぼうきを手に､坂道の落ち葉等を清掃している光景をよく目にします。

その中に､顧問の先生方の姿も見られ､本校生徒はもちろん､来校された保護者の
皆様も朝から清々しい気持ちを持たれているのではないでしょうか。
本来､掃除をするのが当然と思われますが､毎朝､他の生徒より早く登校して掃除を

継続していくことは簡単なことではないと思います。
そのような姿を見た生徒の心には､｢自分が汚してはいけない｣という気持ちが

芽生え､生徒一人ひとりがその気持ちを大切にしていくことで､校内環境も良くなって
いくのではないかと思います。

生徒総会でも「環境美化宣言」が発表されました。これを機に､教室､廊下等に
落ちているゴミを自ら拾って､ごみ箱に捨てるという､当たり前のことを､自ら率先
して行える生徒に育って欲しいと願います。

６月３日(金)､諫早市県立総合運動公園陸上競技場にて､第６８回長崎県高等学校
総合体育大会の総合開会式が開催されます。大会期間は､６月４日(土)～１０日(金)
までの一週間となっています。

本校の各部活動生が､県内各地の会場で熱い戦いを繰り広げてくれることを
期待しています。

第1回定期考査が終了しました。定期考査は､｢今までの学習の振り返り｣､｢各教科の
単元の理解度を確認し､更に理解を深める｣｢家庭学習の習慣化｣等のねらいが
あります。生徒のみなさんには､｢進路実現｣を成し遂げるためにも､日々の授業を
大切にして粘り強い学習活動を期待しています。

本校には､年間５回の定期考査があり日程も決まっています。下記に日程を紹介
します。高校生としての自覚を持って､計画的な学習に取り組みましょう。

　５月９日(月)～６月１７日(金)まで､３年生の三者面談を実施しています。
この時期に三者面談を実施するのは､まず､第一に､厳しい雇用情勢の中で､生徒の進路

実現を図るためです。そのためには､進学か就職かを選択し､進学であれば､学校名･学科
名を絞り込み､就職であれば､職種や地域等を話し合うことで対策を練ることができ
ます。三者面談でよく話し合い､進路実現に向け､自ら考えて進路を決定してください。

６月の行事予定 

第１回定期考査終わる  ―  第２回以降の日程案内 徳育の窓  ―  野球部の生徒たちが朝から清掃活動 

３年生  ―  三者面談を実施中！ 

1 水 　長崎県高総体強化期間(45分授業） ３年三者面談(～17)　 16 木
2 木 　 自動車工学専攻科　前期中間考査(～8)　 17 金 全工計算技術検定 県工業クラブ第1回意見交換会

3 金 　長崎県高総体開会式(諫早) 18 土 佐実タイム　県下一斉就職模試 第2回育友会評議員会

4 土 　長崎県高総体 19 日 全商電卓実務検定 高校生ものづくりコンテスト

5 日 　第二種電気工事士試験〔筆記〕 20 月
6 月 　 21 火 内科検診

7 火 　代休（6/5分）　 22 水 進路講演会

8 水 23 木
9 木 　 24 金 全工情報技術検定

10 金 　長崎県高総体報告会 25 土
11 土 26 日 全商簿記実務検定

12 日 　 27 月
13 月 教育実習生受入・互観授業週間(～26)　 28 火 内科検診　　第２回定期考査時間割発表

14 火 29 水
15 水 　部活動主将・部長会 九州高文連書道展長崎大会(～19) 30 木

県高総体  ―｢超えろ限界  起こせ感動  つかめ勝利｣ 

　＜各地区の競技種目＞　　期間　６/４(土) ～ ６/１０(金)
　☆佐世保市 　：　バスケットボール、剣道
　☆長崎市 　　：　バレーボール男子、バレーボール女子、バドミントン、

　☆諫早市 　　：　陸上、柔道
　☆大村市 　　：　卓球、弓道、サッカー男子、サッカー女子
　

        　　 ラグビー、ソフトテニス 、新体操

７月２４日（月）
～２７日（木）

第２回定期考査 第３回定期考査 第４回定期考査 第５回定期考査

　[３年]
　　 １月３０日（月）
　　～２月２日（木）
　[１・２年]
     ２月２７日（月）
　　～３月２日（木）

１２月１日（木）
～６日（火）

７ 月 ５ 日 （ 火 ）
～ ８ 日 （ 金 ）

部活動結果報告 

部 活 動 期   日 大 会 名 結　　　　　　　　　　果

バ ド ミ ン ト ン 部
４／２９
５／１４

ヨネックス杯佐世保地区バドミントン選手権大会
全 九 州 総 合 バ ド ミ ン ト ン 選 手 権 大 会

男子団体　２位
男子シングルス　 ３回戦    金子 辰則

弓 道 部 ５／４ 弓 道 フ ェ ス テ ィ バ ル 山 口 大 会 ベスト８　決勝リーグ 準々決勝惜敗


